
当連結会計年度業績

豊田通商グループの当連結会計年度の当期利益（親会社所有者帰属）は、前期比473億円増
加の3,314億円となりました。

売上総利益

1兆523億円
（前期比8.6％増)

　

2021年
3月期

6,076

2020年
3月期

6,398

2022年
3月期

7,592

2023年
3月期

9,688

2024年
3月期

10,523

（単位：億円） 金属市況及び欧州電力価格下落の一方で、
自動車販売の増加及び自動車生産関連の取
り扱い増加等により、前期比835億円増加
の1兆523億円となりました。

当期利益（親会社所有者帰属）

3,314億円
（前期比16.6％増)

　

2021年
3月期

1,346

2020年
3月期

1,355

2022年
3月期

2,222

2023年
3月期

2,841

2024年
3月期

3,314

（単位：億円） 欧州電力価格及び金属市況の下落等による
持分法投資損益の減少があったものの、営
業活動に係る利益の増加等により、前期比
473億円増加の3,314億円となりました。
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株主資本

2兆4,671億円
（前期末比28.9％増)

「株主資本」は、資本のうち、非支
配持分を除く、「親会社の所有者に
帰属する持分」を表しています。

　
2021年
3月末

14,696

2020年
3月末

11,966

2022年
3月末

17,350

2023年
3月末

19,143

2024年
3月末

24,671
（単位：億円） 利益剰余金の増加等により、株主資本は前

期末比5,528億円増加の2兆4,671億円と
なりました。

ネット有利子負債、ネットDER(※)

1兆1,722億円
（前期末比9.7％減)

0.48倍
（前期末比0.2倍良化)

ネット有利子負債

ネットDER

　
2021年
3月末

9,934

2020年
3月末

10,324

2022年
3月末

12,382 12,983

2023年
3月末

11,722

2024年
3月末

0.680.86 0.71 0.68 0.48

（単位：億円、倍） ネット有利子負債は、前期末比1,261億円
減少し、1兆1,722億円となりました。
なお、ネットDERは0.48倍と前期末比0.2
倍の良化となりました。
※ネットDER＝ネット有利子負債÷株主資本

2025年3月期業績予想について

2024年3月期実績 2025年3月期予想 増減
売上総利益 1兆523億円 1兆1,600億円 +1,077億円
営業活動に係る利益 4,415 5,000 +585
当期利益（親会社所有者帰属） 3,314 3,500 +186

1株当たり配当金（年間） 280円 300円 +20円

2025年３月期の業績予想につきましては、当期利益（親会社所有者帰属）は3,500億円となる見込みです。
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